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犬猫の腫瘍疾患の現状と新しい腫瘍診断マーカーの開発の試み
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【犬猫の腫瘍疾患の現状】
2008年4月1日～2009年3月31日までにアニコム損保と契約した犬および猫を対象とし、腫瘍疾患を理由

とする保険金支払いの状況を調査した。保険金支払いのあった個体数を保険に契約している個体数で割った
値を罹患率とした。

犬および猫（0～10歳）の腫瘍疾患の罹患率は、雄犬で6.4％（n=115,192）、雌犬で7.9％（n=101,958）、雄猫
で1.9％（n=11,133）、雌猫で2.0％（n=9,542）であった。それぞれ、加齢に伴う罹患率の増加がみられ、とり
わけ5～6歳以降はそれ以前に比べて急激な増加傾向を示していた。人では、40代後半からがん死亡率の増
加がみられるため、自治体等で40歳を境にがん検診を奨励していることが多いが、犬猫では5歳以降が特に
がん検診を必要とするタイミングであると示唆された。また、犬種による差も見られており、日本で飼育頭
数の多いミニチュア・ダックスフンドで5.8％、チワワで2.9％、トイ・プードルで5.3％の罹患率であった。飼
育頭数の多い上位16品種および10kg未満の混血犬の中で最も高い腫瘍疾患の罹患率を示した犬種は、ゴー
ルデン・レトリーバーで15.4％、続いてパグ11.8％、ラブラドール・レトリーバー11.6％であった。

0～11歳の犬を対象に乳腺腫瘍の罹患率を調査したところ、雄犬で0.0％、雌犬では1.4％であった。雌犬
の乳腺腫瘍の罹患率は、腫瘍疾患全体における雄犬と雌犬の罹患率の差とほぼ同値であったため、雌犬の腫
瘍疾患の罹患率が雄犬に比べて高い値を示す原因は乳腺腫瘍によるものとしてほぼ間違いないと思われる。
腫瘍疾患全体と同様、年齢と共に乳腺腫瘍は増加傾向を示し、4歳の雌犬における乳腺腫瘍の罹患率は0.4％
であったが、11歳ではその約10倍の3.9％であった。乳腺腫瘍の罹患率が犬全体よりも高い値を示していた
犬種は、マルチーズ、ミニチュア・ダックスフンド、ウェルシュ・コーギー・ペンブローグ、トイ・プードルであ
り、必ずしも腫瘍疾患全体で高い罹患率を示していた犬種であるというわけではなかった。初回発情前の避
妊手術や出産は、乳腺腫瘍の発症率が低いとの報告がある。とりわけ高い乳腺腫瘍の罹患率を示していた犬
種が来院した際には、そのアナウンスをする必要があるだろう。米国と異なり、日本では健康体に対する手
術に抵抗感を示す飼い主も少なくはないので、よく話し合ったうえでもし出産の予定がないにも関わらず避
妊手術をしないことを飼い主が選択した場合は、家庭における日常的なスキンシップの際によくよく気をつ
けていただくよう指導しておくべきである。また、小型犬の乳腺腫瘍は、その他の犬種に比べて良性である
ことが多いと報告されているので、万が一乳腺に腫瘍が触知された際には、外科的に摘出するか否かの判断
材料として、現在臨床現場で行われている細胞診所見に加え、より客観的な診断補助ツールとして腫瘍マーカー
の開発が待たれる。そういった乳腺腫瘍の病態解明は、犬の医療にとってだけでなく、人の医療への応用（比
較腫瘍学Comparative medicine）という観点からも重要である。日本女性が罹患するがんの中では、乳がん
が16％と最も高い値を示していることから一つの社会問題になっている。

 家庭で飼育される犬猫は、家族として位置づけされる傾向、いわゆる家族化（一種の擬人化）が近年進ん
でいる。しかし、人の医療と異なり、保険制度の普及が十分でない家庭動物医療においては、医療費につい
ても議論の対象になることが多い。そこで、医療費についての調査も行ったところ、10歳の犬および猫の腫
瘍疾患の推定年間診療費は、雄犬で80,125円、雌犬で91,862円、雄猫で78,421円、雌猫で107,518円であった。
納得感のある医療を受けていただくためには、十分に経済的な備えが必要であることも予防的にお伝えする
必要がある。
【がん対策】

予防動物医学の観点から腫瘍を考えた場合、重要なことは早期発見の仕組みづくりとそのための情報イン
フラの整備である。それは人でも同様だ。1981年からずっと死因の第1位ががんであるわが国では、がん対
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策としてがん検診、がん研究が厚生労働省を中心に推進されている。2007年6月には、がん対策基本法に基
づきがん対策推進基本計画が閣議決定され、その中の項目には、『がん登録』として科学的知見に基づく適
切ながん医療を提供するための情報インフラの整備、『がんの早期発見』として国際的にみても低い状況にあ
る検診受診率の向上などがあり、それぞれに個別目標が設定され、取り組みが行われている。動物医学にとっ
てこれらから学ぶことは多い。医療業界に比べて動物医療業界は、規模がほぼ10分の1と小さいことから、
医療業界よりも実現性が高いかもしれない。

がん検診の受診の重要性を訴えることは重要であるが、がん検診そのものに対する理解を促す必要もある。
例えば、検診で腫瘍が疑われたからといって必ずしもそれは悪性腫瘍、すなわちがんではない。しかし、国
立国語研究所の調査によると、「腫瘍」という言葉の受け止め方は，ひとによって異なり，「腫瘍はがんと同
じものである（22.6％）。」というような過度な不安につながる誤解と，「良性腫瘍は絶対にがんにはならない

（23.6％）。」というような過度な楽観につながる誤解とがあることに留意しなくてはならない。
また、がん対策推進基本計画において、『がん医療』における治療の初期段階からの緩和ケアの実施といっ

た患者および患者家族の身体的精神的サポートが重点的に取り組むべき課題とされている。それが示唆する
ように、『がんの早期発見』を推進する際には、その後のサポート体制の充実が必須である。
【がん対策としての犬猫の腫瘍診断マーカーの開発の試み】

腫瘍マーカーの歴史は、1848年の骨髄腫患者尿中に出現するBence Jones蛋白の発見に始まった。わが国
において現在人で保険適用されている腫瘍マーカーだけでも約40種類以上あり、年間1億件近い検査が実施
されているという。「多くの腫瘍に利用できる汎用性腫瘍マーカー」と「限られた腫瘍に特異性のある組織選
択性腫瘍マーカー」とがあるが、どれも感度（がん陽性率）は50～80％であるし、特異度（非がん陰性率）も
完璧なものはなく相対的な高低にすぎないため、いくつかのマーカーと組み合わせて利用されていることも
多い。犬猫では、血清カルシウムや、上皮小体ホルモン（PTH）、PTH関連ペプチドなど高カルシウム血症を
引き起こす因子が一部の腫瘍の診断補助として一般的に使われてきた。急性期蛋白は犬と人において非特異
的であるが感度の比較的高い腫瘍マーカーといえる。今後は犬においても人と同様全ゲノムの塩基配列が明
らかになったことにより、腫瘍マーカーとして特異的な発現パターンを示す遺伝子が見つかる可能性がある。
また、アディポネクチンのように、がんとの関連性が示唆されつつも、まだ人でそれ程一般的でない生化学
検査が犬で先行して取り入れられていく可能性もある。


